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研究成果の概要： 本研究の目的は、オンラインを用いた多文化理解学習において、学習者の社会的対人スキル
と教師に対する期待値意識がグループ活動での人間関係構築に与える影響について明らかにすることである。調
査では社会的スキルを測定する「KiSS-18 (Kikuchi’s Scale of Social Skills: 18 items)」（菊池, 1988）
を使用し、学習者の特性や意識を分析した。その結果、学習者のグループ活動での人間関係構築において、社会
的対人スキルよりも教師への期待値意識の方が影響力があることが検証できた。

研究分野：異文化コミュニケーション

キーワード： 多文化理解　グローバル教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 多文化理解学習は参加者の国籍や文化が多様で日常とは異なる環境のため、学習者の不安が高まりやすい傾向
がある。さらに、オンラインによる活動は対面よりも学習者の行動や情意が不安定になりやすく、特にグループ
での協働活動の際に摩擦が起きやすい。一方で、摩擦によるグループ活動の停滞は、学習者の特性を考慮したグ
ループ編成によって改善できることが多い。つまり、グループ活動の円滑な実施のためには、学習者個人の社会
性や対人スキル、教師への意識を把握し、それらがグループでの関係性構築に与える影響を科学的に検証する必
要がある。そしてそれは、オンライン多文化理解学習の効果的な実践に寄与するものである。
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１．研究の目的 

 

本研究の目的は、オンラインを用いた多文化理解学習において、学習者の社会的対人スキルと
教師に対する期待値意識がグループ活動での人間関係構築に与える影響について明らかにする
ことである。そして、その検証を用いて円滑な協働活動や対話を可能にするグループ編成を行
い、グローバル能力を開発するオンライン多文化理解学習の効果を高めることを目的とする。
多文化理解学習は参加者の国籍や文化が多様で日常とは異なる環境のため、学習者の不安が高
まりやすい傾向がある。さらに、オンラインによる活動は対面よりも学習者の行動や情意が不
安定になりやすく、特にグループでの協働活動の際に摩擦が起きやすい。しかし、摩擦による
グループ活動の停滞は、学習者の特性を考慮したグループ編成によって改善できることが多い。
ここで言う特性とは、学習者の社会性やコミュニケーション能力、教師に対する期待値などを
意味するが、学習者の多様な価値観や行動傾向などがグループの関係性構築に影響し、グルー
プ活動の成否を左右していると考えられる。つまり、グループ活動の円滑な実施のためには、
学習者個人の社会性や対人スキル、教師への意識を把握し、それらがグループでの関係性構築
に与える影響を科学的に検証する必要がある。本研究では、学習者の多様な価値観や行動傾向
がどのようにグループの関係性構築に影響しグループ活動の成否を左右しているかを検証し、
学習活動の効果的な実践を目指した。 

 

 

２．研究成果 
 
本研究の調査は二調査(調査 1,2)に分類され、調査 1 では学習者の特性や意識を分析した。分
析は、対人関係を円滑にする社会的スキルを測定する「KiSS-18 (Kikuchi’s Scale of Social 
Skills: 18 items)」（菊池, 1988）を使用し、学習者の行動傾向や価値観を量的な視点から把
握した。また、学習者が教師に求める期待値についても検証した。教師への期待値とは、学習
者が不安軽減のために教師に求める親近感や共感などの精神的結びつきのことであるが、教師
がそれに応えると高い学習効果を得る傾向がある。そのため、学習者と教師の関係性がグルー
プの関係性構築に影響を与える可能性があるとして測定項目に加えた。調査 2では、調査 1の
分析結果を用いて編成したグループで授業活動を行い、活動後にグループ活動の成果や満足度
についてアンケートを実施した。その結果、対人スキルが高く教師への期待値も高いグループ
については、活動に対する満足度は高い傾向があった。対人スキルが低いグループについても
満足度が減少することはなく、平均以上の満足度を保持していた。一方、教師への期待値が低
いグループについては満足度が低い傾向があった。これらの結果から、学習者のグループ活動
での人間関係構築において、社会的対人スキルよりも教師への期待値意識の方が影響力がある
可能性があることが検証できた。 
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